
Ⅲ 医療施設 

（平成２２年医療施設調査及び病院報告から） 

１ 病 院 

（１）病院数 

ア 平成22年10月1日現在の病院数は、348施設であり、前年（353施設）に比べ、5施

設減少している。 

イ 人口10万対病院数は、4.8施設であり、前年（5.0施設）に比べ、0.2施設減少して

いる。これを全国（6.8施設）と比較すると、2.0施設少なく、全国第43位である。 

ウ 小児科を標ぼうする病院数は127施設であり、前年（128施設）に比べ1施設減少し

ている。産婦人科を標ぼうする施設は37施設であり、前年（39施設）と比べ2施設減

少している。（表１、図１） 

 

表1 病院数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）昭和59年以前は12月31日現在、昭和60年以降は10月1日現在 

 

図1 人口10万対病院数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）病床数 

  ア 平成22年10月1日現在の病院病床数は、62,790床であり、前年（62,870床）に比べ

80床減少している。 

 病床の種類別にみると、一般病床の34,841床（病院病床総数の55.4％）が最も多

く、以下、精神病床の14,789床（同23.6％）、療養病床の12,939床（同20.6％）、

結核病床の191床（同0.3％）、感染症病床の30床（同0.0％）の順となっている。 

 一方、全国の平成22年10月1日現在の病院病床数は、1,593,354床であり、前年

（1,601,476床）に比べ8,122床減少している。 

 病床の種類別にみると、一般病床の903,621床（病院病床総数の56.7％）が最も多

く、以下、精神病床の346,715床（同21.8％）、療養病床の332,986床（同20.9％）、

結核病床の8,244床（同0.5％）、感染症病床の1,788床（同0.1％）の順となっている。 

  イ 人口10万対病床数は、872.7床であり、前年（881.8床）に比べ9.1床減少している。

これを病床の種類別にみると、一般病床484.3床、精神病床205.6床、療養病床179.8

床、結核病床2.7床、感染症病床0.4床となっている。 

 全国は、病床総数が1,244.3床、一般病床705.6床、精神病床270.7床、療養病床

260.0床、結核病床6.4床、感染症病床1.4床である。人口10万対病院病床数は全国第

46位である。（表2、図2、図3） 



表2 病院病床数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）昭和59年以前は12月31日現在、昭和60年以降は10月1日現在 

注：１  平成11年4月に「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」が施行されたため、

「伝染病床」は「感染症病床」に改められた。 

   ２  平成13年3月に「医療法の一部を改正する法律」が施行され、「その他の病床」が「療養病床」と

「一般病床」に区分されたことに伴い、本調査において平成12年まで便宜上「一般病床」と表章し

ていた「その他の病床」は、平成13年から「療養病床」、「一般病床」、「経過的旧その他の病床」

に表章を分割した。 

    ３   平成13年3月に施行された「医療法の一部を改正する法律」の経過措置期間満了後の平成15年から、

病床の種類は「精神病床」、「感染症病床」、「結核病床」、「療養病床」及び「一般病床」に改

められた。 

  ４ 「経過的旧その他の病床」は、平成12年までは旧医療法第７条第２項に規定する「その他の病床」

（通称：「一般病床」）であって、平成13・14年は、「医療法の一部を改正する法律」の施行後、

「療養病床」又は「一般病床」のいずれかに移行する届出をしていない病床である。 

  ５ 「経過的旧療養型病床群」は、「経過的旧その他の病床」のうち、主として長期にわたり療養を必

要とする患者を入院させるための一群の病床（平成15年8月までの経過措置）である。（平成5年～

平成12年は「療養型病床群」、平成13・14年は「経過的旧療養型病床群」。） 

     なお、平成7年の全国の数値は、病院報告の9月末の数値である。 

   ６  平成5年～平成14年までの「療養病床」、「一般病床」及び「経過的旧その他の病床」は、「経過

的旧その他の病床」の分割方法が異なるため、表2と図2・3において、人口10万対の数値に相違があ

る。 



 

図2 人口10万対病院病床数の年次推移（埼玉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 人口10万対病院病床数の年次推移（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：１ 「療養病床」は、平成5年～平成12年までは「療養型病床群」であり、平成13・14年は「療養 病床等」（「療   

     養病床」及び「経過的旧療養型病床群」）である。 

  ２ 「一般病床」は、平成4年までは旧医療法第７条第２項に規定する「その他の病床」（通称：一般病床）であり、

   平成5年～平成12年は「その他の病床」のうち「療養型病床群」を除いたものであり、平成13・14年は「一般病床

   等」（「一般病床」及び「経過的旧その他の病床(経過的旧療養型病床群を除く。)」）である。  



（３）病院の利用状況 

ア 病床利用率は、82.4％であり、前年（80.9%）に比べ、1.5ﾎﾟｲﾝﾄ高くなっている。 

これを全国（82.3％）と比較すると0.1ﾎﾟｲﾝﾄ高くなっており、全国第22位である。 

 精神病床、療養病床、一般病床についてみると、それぞれ91.7 ％、91.3％、75.4％

であり、前年（精神病床91.4％、療養病床90.6％、一般病床73.1％）に比べ、精神

病床は0.3ﾎﾟｲﾝﾄ高く、療養病床は0.7ﾎﾟｲﾝﾄ高く、一般病床は2.3ﾎﾟｲﾝﾄ高くなってい

る。 

 これを全国（精神病床89.6％、療養病床91.7％、一般病床76.6％）と比較すると、

精神病床は2.1ﾎﾟｲﾝﾄ高くなっており、療養病床は0.4ﾎﾟｲﾝﾄ、一般病床は1.2ﾎﾟｲﾝﾄ低

くなっている。全国順位をみると、精神病床は第15位、療養病床は第27位、一般病

床は第35位である。（表3、図4、図5） 

  イ １日平均在院患者数は、51,825人であり、前年(50,987人)に比べ、838人増加して

おり、全国第8位である。また、人口10万対平均在院患者数は、720.3人であり、低

率順で全国第2位である。 

  ウ 平均在院日数は、33.2日であり、これを病床の種類別にみると、精神病床は302.6

日、感染症病床は9.3日、結核病床は64.4日、療養病床は209.8日、一般病床は17.9

日となっている。 

    これを全国（総数32.5日、精神病床301.0日、感染症病床10.1日、結核病床71.5日、

療養病床176.4床、一般病床18.2日）と比較すると、感染症病床、結核病床、一般病

床は、それぞれ全国を0.8日、7.1日、0.3日下回っているが、総数、精神病床、療養

病床はそれぞれ全国を0.7日、1.6日、33.4日上回っている。（図6、図7） 

表3 病床の種類別にみた病床利用率の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：１ 「療養病床」は、平成12年までは「療養型病床群」であり、平成13～15年は「療養病床等」（「療養病床」

及び「経過的旧療養型病床群」）である。 
  ２ 「一般病床」は、平成12年までは「その他の病床」のうち「療養型病床群」を除いたものであり、平成13～15年は

「一般病床等」（「一般病床」及び「経過的旧その他の病床（経過的旧療養型病床群を除く。）」）である。 
  ３ 「その他の病床等」は、平成12年までは旧医療法第７条第２項に規定する「その他の病床」であり、平13～15年は

「医療法の一部を改正する法律」の施行後の「療養病床」、「一般病床」及び「経過的旧その他の病床（経過的旧療

養型病床群を含む。）」である。  



図4 病床の種類別にみた病床利用率の年次推移（埼玉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 病床の種類別にみた病床利用率の年次推移（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：１ 「療養病床」は、平成12年は「療養型病床群」であり、平成13～15年は「療養病床等」（「療養病

床」及び「経過的旧療養型病床群」）である。 

  ２ 「一般病床」は、平成11年までは旧医療法第７条第２項に規定する「その他の病床」であり、  

 平成12年は「その他の病床」のうち「療養型病床群」を除いたものであり、平成13～15 年は「一

般病床等」（「一般病床」及び「経過的旧その他の病床(経過的旧療養型病床群を除く。)」）である。 



図6 平均在院日数の年次推移（埼玉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7 平均在院日数の年次推移（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：１ 「療養病床」は、平成11・12年は「療養型病床群」であり、平成13～15年は「療養病床等」（「療養病床」

及び「経過的旧療養型病床群」）である。 

  ２ 「一般病床」は、平成10年までは旧医療法第７条第２項に規定する「その他の病床」であり、平成11・12

年は「その他の病床」のうち「療養型病床群」を除いたものであり、平成13～15年は「一般病床等」（「一

般病床」及び「経過的旧その他の病床(経過的旧療養型病床群を除く。)」である。 



（４）従事者数 

ア 平成22年10月1日現在の病院の従事者数は74,304.9人であり、これを職種別にみる

と、看護師の23,874.9人（従事者総数の32.1％）が最も多く、以下、看護業務補助

者の9,183.7人（同12.4％）、准看護師の7,593.4人（同10.2％）の順となっている。 

 全国の状況をみると、従事者数は1,868,255.5人であり、これを職種別にみると、

看護師の682,603.9人（従事者総数の36.5％）が最も多く、以下、看護業務補助者の

196,072.6人（同10.5％）、医師の195,368.1人（同10.5％）の順となっている。 

イ 病院１施設当たりの従事者数は213.5人であり、これを全国（215.5人）と比較 

すると、2.0人少なくなっている。 

ウ 100床当たりの従事者数は118.3であり、これを全国（117.2人）と比較すると1.1

人多くなっている。（図8、表4） 

 

図8 従事者の構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表4 病院の従事者数 

平成22年10月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）非常勤の医師及び歯科医師については当該施設の常勤医師及び歯科医師の通常勤務時間で換算した。 


